


要約:1988 年以降に京都府立医科大字附属病院 NICU に入院した在胎 35 週未満の早産児の

うち、PVL と診断され修正月齢 12 まで経過観察しえた 20 例について、最も年長時に撮像

された MRI 所見から、脳病変の拡がりによって 3 段階に分類し検討を加えた。MRI 所見で

病変が広範であるほど予後は不良である傾向が認められた。最も病変が広範であった群で

は、四肢麻痺とてんかんを合併するものが多かった。一方、正常発達群のうちの 2例は人

工換気が不要であった点が注目に値した。今回の MRI の評価方法は簡便で大まかな予後と

の関連性は認められたが、問題点も多く、将来的には、より厳密な評価基準による MRI 分

類法の確立が必要であると考えられた。


